平成28年度環境管理センター公開講演会 「資源循環からみた未来社会の構図」 by Nagare, Hideaki













 日 時：平成28年6月18日（土）13:15~17:05 
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Obs. from Electric appliances
Obs. from Automobiles
Obs. from Construction
Obs. from Other machinery
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使用強度Intensity of use (IU)仮説
“in-use stockが物質フロー
の原動力”となるモデル





































































Europe C.I.S. N. America
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● 取組の停滞 ● 施設の⽼朽化
● 規制等に起因する資源循環の調達への苦慮















































































































●臨海部再編整備 ●⼯業の活性化 ●住⼯混在の緩和 など
時代の要請
当時の川崎臨海部の課題
川崎臨海部の潜在的ポテンシャル
川崎環境調和型まちづくり基本構想（エコタウン構想）の策定
17
● 1997年に国からエコタウンプラン承認（全国第１号）
⇒ 川崎市の他、北九州市、岐⾩県、⻑野県飯⽥市も１号承認
● 川崎臨海部全体（2,800ha）が対象エリア
川崎エコタウンの概要
＜エコタウン承認基準＞
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